
山梨県人々のつながりに関する基礎調査結果

令和７年７月
山梨県



Ⅰ 調査の概要

１ 調査の目的

２ 調査の実施概要

３ 調査項目

山梨県における孤独・孤立の実態を把握し、今後の県及び関係機関における関連諸施策を効果的に展開するための基礎資料を得ることを目的と
して実施

(1)調査の名称
 山梨県人々のつながりに関する基礎調査

(2)調査の対象
①県民向け調査：住民基本台帳に記載された16歳以上の県民 4,000人（男性2,000人 女性2,000人） 層化二段階無作為抽出
②団体向け調査：県内団体 500団体

(3)調査の方法
 郵送またはオンライン

(4)調査期間
 令和6年10月10日～10月28日（18日間）

(1)県民向け調査
回答者の属性 年齢、性別、勤労状況、居住市町村、世帯構

成、世帯収入など
行動・他者との交流 外出の状況、家族友人とのコミュニケーショ

ン、他者との交流、活動の状況など
不安・悩みの状況 相談相手の有無、不安や悩みの有無、手助

け・支援の状況など
孤独の状況 他者とのつながりの状況、孤独の状況など

４ 回答数
(1)県民向け調査 有効回答数 1,306件（回答率32.7%）
(2)団体向け調査 有効回答数 247件（回答率49.4%）

(2)団体向け調査
団体の属性 組織規模、活動分野、活動エリア・内容など
支援の状況 相談支援の方法、支援の具体事例、当事者が

利用している制度、当事者の孤独・孤立の
きっかけなど

支援上の課題 孤独孤立が解決しない要因、必要な取組、
連携を希望する団体など
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Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 孤独の状況

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は４．６％、「時々ある」が１１．４％、「たまにある」が１７．７％、合計で
３３．７％となっており、３割以上の人が孤独を感じている。全国（３９．３％）と比較すると低いが、「しばしばある・常にある」は若
干高くなっている。
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※令和６年調査「人々のつながりに関する基礎調査」以降同様
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Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 年齢階級別孤独感

孤独感を年齢階級別にみると、孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、３０代及び２０代で高くなっている。全国でも
同様の傾向となっている。

山梨県 全国
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Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 男女、年齢階級別孤独感

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、男性が４．８％、女性が４．１％となっている。これを男女、年齢階級別にみ
ると、男性では５０代及び２０代で、女性では３０代及び２０代で高くなっている。全国でも同様の傾向となっている。

山梨県 全国
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Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 就職氷河期世代の孤独感 ※県独自の集計

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、「氷河期世代３５～５６歳」で６．５％、「その他の世代」で３．５％となっ
ている。

山梨県
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Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 居住地（圏域）別孤独感 ※県独自の設問

孤独感を県内・外出身別にみると、孤独感が「しばしばある・常にある」は、「県外出身者」で５．８％、「県内出身者」で４．２％となっ
ている。
地域別では、「峡南地域」で８．７％と最も高くなっている。
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Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 配偶者の有無別孤独感

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、「離別」及び「未婚」で高くなっている。全国でも同様の傾向となっている。

山梨県 全国
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Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 男女、配偶者の有無別孤独感

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、男性は「死別」及び「未婚」で、女性は「離別」及び「未婚」で高くなっている。
全国では、男女ともに「未婚」及び「離別」で高くなっている。

山梨県 全国
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Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 同居人の有無別孤独感

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、「同居人がいる」で３．９％、「同居人がいない」で１１．１となっている。全
国でも同様の傾向となっている。
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Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 同居人の有無、年齢階級別孤独感

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、同居人がいる人では３０代及び２０代で、同居人がいない人では５０代及び４０代
で高くなっている。全国では同居人がいる人は同様の傾向となっているが、同居人がいない人では２０代及び６０代で高くなっている。
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Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 男女別単身者の孤独感

単身者の孤独感を男女別にみると、孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、男性で１５．４％、女性で５．９％となって
いる。全国でも同様の傾向となっているが、男女差はあまりない。

山梨県 全国
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2.8

10.5

3.8

7.2

15.4

16.4

16.5

8.8

14.3

8.8

14.8

22.6

13.6

16.2

19.6

19.1

20.8

16.6

19.4

19.2

18.3

24.7

19.9

17.0

40.6

39.4

41.0

50.2

39.8

44.6

35.0

28.9

43.6

41.2

18.4

19.8

17.0

22.7

21.3

22.8

28.7

11.8

16.5

14.6

1.6

0.5

1.0

0.3

1.8

2.1

0.5

1.6

2.5

3.8

0 20 40 60 80 100

全体(n=10,871)

正社員(3,371）

非正規の職員・従業員(2,194)

会社役員(331）

自営業主(649）

家族従業者・内職(193）

学生・生徒(432）

仕事なし（失業中）(381）

仕事なし（非失業中）

(2,397）

その他(636）

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 現在の仕事別孤独感

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、「仕事なし（失業中）」、「非正規の職員・従業員」及び「家族従業者・内職」
で高くなっている。全国では「仕事なし（失業中）」及び「その他」で高くなっている。

山梨県 全国

4.6

5.0

5.9

3.4

5.9

3.3

6.8

3.5

11.4

12.3

11.8

10.5

5.9

8.8

12.0

15.9

10.0

18.2

17.7

17.5

17.0

13.2

16.0

17.6

18.5

20.5

20.0

15.9

46.8

48.2

48.4

47.4

46.2

55.9

37.0

45.5

44.7

47.7

18.0

16.0

15.7

26.3

26.9

8.8

27.2

11.4

18.8

15.9

1.5

0.9

1.3

2.6

1.7

2.9

2.2

2.9

2.3

0 20 40 60 80 100

全体(n=1,306)

正社員(456）

非正規の職員・従業員(306)

会社役員(38）

自営業主(119）

家族従業者・内職(34）

学生・生徒(92）

仕事なし（失業中）(44）

仕事なし（非失業中）(170）

その他(44）

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

12

％ ％



4.3

7.7

4.8

4.3

4.0

3.6

3.9

3.4

2.3

2.4

6.1

15.4

17.4

19.1

15.1

15.5

15.4

14.9

12.7

12.5

11.6

17.8

19.6

19.9

21.9

20.0

19.0

19.6

20.1

17.2

18.6

22.6

19.2

40.6

36.1

39.1

42.8

42.6

40.1

40.5

44.5

42.9

39.4

35.1

18.4

15.8

13.0

15.1

17.4

20.5

20.0

21.5

23.4

22.9

20.1

1.6

3.0

2.1

2.6

1.6

0.8

0.6

0.8

0.3

1.0

1.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体(n=10,871)

100万円未満(833）

100～199万円(1,176)

200～299万円(1,489)

300～399万円(1,255)

400～499万円(1,015)

500～699万円(1,468)

700～799万円(1,327)

1,000～1,499万円(735)

1，500万円以上(292)

わからない(1,082)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 世帯の年収別孤独感

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、「１００万円未満」及び「わからない」で高くなっている。全国でも同様の傾
向となっている。

山梨県 全国

4.6

9.2

2.6

7.7

3.0

2.1

3.3

2.6

3.9

3.4

8.4

11.4

15.4

21.1

12.2

10.4

9.9

10.4

10.1

7.8

17.2

11.2

17.7

10.8

19.7

23.1

15.7

16.3

13.7

20.6

13.7

13.8

20.7

46.8

43.1

38.2

39.1

50.0

46.1

50.7

53.4

55.9

48.3

41.9

18.0

18.5

11.8

15.4

20.1

24.8

21.3

13.2

18.6

17.2

17.3

1.5

3.1

6.6

2.6

0.7

0.7

0.5

0.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体(n＝1,306)

100万円未満(65）

100～199万円(76)

200～299万円(156)

300～399万円(134)

400～499万円(141)

500～699万円(211)

700～799万円(189)

1,000～1,499万円(102)

1，500万円以上(29)

わからない(179)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答 13

％ ％



4.3

4.6

2.6

2.4

4.7

12.0

15.4

15.2

10.3

11.7

19.7

23.3

19.6

17.8

18.1

19.0

22.0

18.6

40.6

30.5

44.3

44.9

37.7

30.0

18.4

29.4

23.6

20.6

14.6

14.3

1.6

2.5

1.1

1.5

1.3

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体(n=10,871)

大変ゆとりがある(197)

ややゆとりがある(1,077)

普通(4,911)

やや苦しい(3,053)

大変苦しい(1,352)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 経済的な暮らし向き別孤独感

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、「大変苦しい」が高くなっている。全国でも同様の傾向となっている。

山梨県 全国

4.6

7.7

1.4

0.8

5.7

13.0

11.4

7.7

10.0

7.9

15.4

21.2

17.7

7.7

22.1

16.6

19.2

17.1

46.8

42.3

45.0

52.9

44.3

26.7

18.0

34.6

20.7

19.2

14.5

15.8

1.5

0.0

0.7

0.8

0.9

6.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体(n=1,306)

大変ゆとりがある(26)

ややゆとりがある(140)

普通(662)

やや苦しい(318)

大変苦しい(146)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答
14

％ ％



4.3

3.9

3.0

4.8

8.5

11.1

15.4

14.3

15.5

15.8

19.9

24.3

19.6

18.7

22.7

21.4

19.2

14.6

40.6

42.1

40.4

39.1

35.0

30.7

18.4

20.1

16.4

16.5

15.3

15.7

1.6

0.9

1.9

2.5

2.1

3.6

0 20 40 60 80 100

全体(n=10,871)

週5日以上(6,009)

週3～4日程度(2,046)

週1～2日程度(1,669)

週1日未満(563)

外出しない(280)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

4.6

4.2

3.9

2.9

7.7

15.0

11.4

10.8

8.3

13.7

11.5

20.0

17.7

18.0

16.6

19.6

15.4

15.0

46.8

47.4

52.2

43.1

47.1

30.0

18.0

18.5

17.6

18.6

16.3

15.0

1.5

1.1

1.5

2.0

1.9

5.0

0 20 40 60 80 100

全体(n=1,306)

週5日以上(740)

週3～4日程度(205)

週1～2日程度(204)

週1日未満(104)

外出しない(40)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 外出頻度別孤独感

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、「外出しない」が高くなっている。全国でも同様の傾向となっている。

山梨県 全国

15

％ ％



4.3

1.8

1.5

2.9

3.4

3.9

5.2

14.5

15.4

10.7

11.9

14.7

14.3

14.8

18.3

21.8

19.6

15.5

20.4

18.4

20.1

23.5

22.6

18.4

40.6

44.7

42.7

43.6

43.0

39.8

39.6

30.7

18.4

25.7

22.1

18.9

17.6

17.2

13.5

13.4

1.6

1.6

1.3

1.9

1.5

0.9

1.0

1.2

0 20 40 60 80 100

全体(n=10,871)

週4～5回以上(1,641)

週2～3回程度(1,306)

週1回程度(1,461)

2週間に1回程度(1,054）

月1回程度(1,735)

月1回未満(1,747)

全くない(1,007)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

2.7

1.7

1.3

2.4

2.0

4.1

5.0

5.9

10.2

10.4

5.0

7.3

11.1

12.3

14.3

19.6

18.2

17.5

16.9

13.9

20.3

15.8

22.9

31.4

48.7

45.4

56.9

53.9

53.6

43.9

41.4

35.3

19.2

24.6

19.4

21.8

11.8

21.6

15.7

7.8

1.0

0.4

0.6

0.6

1.3

2.3

0.7

0 20 40 60 80 100

全体(n=1,155)

週4～5回以上(240)

週2～3回程度(160)

週1回程度(165)

2週間に1回程度(153）

月1回程度(171)

月1回未満(140)

全くない(51)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 同居していない家族や友人たちとのコミュニケーション頻度別孤独感 直接会って話す頻度別孤独感

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、「全くない」及び「月１回未満」で高くなっている。全国でも同様の傾向となっ
ている。

山梨県 全国

16

％ ％



4.3

2.0

3.1

2.7

2.2

2.9

5.4

10.0

15.4

11.9

13.2

13.3

11.8

14.7

16.2

21.7

19.6

15.5

19.1

19.8

21.0

22.6

20.8

19.7

40.6

42.0

42.8

42.8

45.2

41.2

41.6

31.9

18.4

27.5

19.9

20.7

18.6

17.8

15.3

15.5

1.6

1.1

1.8

0.7

1.2

0.8

0.8

1.2

0 20 40 60 80 100

全体(n=10,871)

週4～5回以上(891)

週2～3回程度(1,191)

週1回程度(1,299)

2週間に1回程度(1,114）

月1回程度(1,627)

月1回未満(1,722)

全くない(1,618)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 同居していない家族や友人たちとのコミュニケーション頻度別孤独感 電話する頻度別孤独感

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、「全くない」及び「週２～３回程度」で高くなっている。全国では「全くない」 
及び「月１回未満」及びで高くなっている。

山梨県 全国

2.7

1.9

3.1

2.5

2.8

2.3

3.0

4.3

10.2

5.8

11.0

9.9

7.1

11.4

12.2

14.9

18.2

16.5

16.5

15.8

14.2

17.6

23.2

24.1

48.7

45.6

45.7

52.0

56.7

47.7

48.8

39.7

19.2

29.1

22.8

19.3

17.0

20.5

12.2

17.0

1.0

1.0

0.8

0.5

2.1

0.6

0.6

0 20 40 60 80 100

全体(n=1,155)

週4～5回以上(103)

週2～3回程度(127)

週1回程度(202)

2週間に1回程度(141）

月1回程度(176)

月1回未満(164)

全くない(141)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答 17

％ ％



Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 同居していない家族や友人たちとのコミュニケーション頻度別孤独感 ＳＮＳや電子メールなどをする頻度別孤独感
 ※本県はＳＮＳのみ

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、「２週間に１回程度」及び「月１回未満」及びで高くなっている。全国では「全
くない」及び「月１回未満」で高くなっている。

山梨県 全国

2.7

3.5

3.2

1.4

3.8

1.0

3.6

3.1

10.2

7.0

8.1

13.1

15.1

12.4

14.3

14.3

18.2

16.5

19.9

19.3

14.2

21.0

26.8

19.4

48.7

48.9

49.8

49.7

51.9

44.8

37.5

41.8

19.2

23.2

18.6

16.6

13.2

19.0

17.9

20.4

1.0

1.0

0.5

1.9

1.9

1.0

0 20 40 60 80 100

全体(n=1,155)

週4～5回以上(315)

週2～3回程度(221)

週1回程度(145)

2週間に1回程度(106）

月1回程度(105)

月1回未満(56)

全くない(98)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答 18

％ ％

4.3

3.0

3.0

3.5

3.8

4.9

6.7

8.5

15.4

12.5

14.6

13.9

14.4

15.7

18.1

19.5

19.6

17.8

20.2

20.5

20.4

21.3

21.7

21.1

40.6

39.8

43.3

42.6

44.0

42.4

37.9

35.4

18.4

26.0

18.1

18.1

17.0

15.0

14.5

14.2

1.6

0.9

0.9

1.4

0.4

0.7

1.2

1.2

0 20 40 60 80 100

全体(n=10,871)

週4～5回以上(2,269)

週2～3回程度(1,523)

週1回程度(1,174)

2週間に1回程度(951）

月1回程度(1,064)

月1回未満(857)

全くない(1,349)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答



3.5

3.2

6.2

10.5

6.5

9.3

23.5

15.2

14.2

13.5

20.6

21.1

29.0

27.9

35.3

31.8

18.7

18.7

26.0

20.3

16.1

18.6

23.5

15.2

42.2

43.0

32.7

33.8

32.3

27.9

17.6

25.8

20.0

20.6

10.9

12.8

16.1

11.6

9.1

1.5

1.1

3.5

1.5

4.7

3.0

0 20 40 60 80 100

全体(n=9,175)

週4～5回以上(8,037)

週2～3回程度(339)

週1回程度(133)

2週間に1回程度(31）

月1回程度(43)

月1回未満(17)

全くない(66)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 同居している人たちと「直接会って話す」頻度別孤独感

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、頻度が「全くない」で高くなっている。全国では「月１回未満」及び「全くな
い」で高くなっている。

山梨県 全国

3.9

3.5

5.9

21.4

9.1

60.0

10.5

10.1

17.6

13.0

14.3

21.4

18.2

17.4

17.5

29.4

13.0

14.3

14.3

9.1

48.3

48.8

35.3

52.2

71.4

28.6

45.5

20.0

18.9

19.5

8.8

17.4

14.3

9.1

1.1

0.7

2.9

4.3

9.1

20.0

0 20 40 60 80 100

全体(n=1,177)

週4～5回以上(1,064)

週2～3回程度(34)

週1回程度(23)

2週間に1回程度(7）

月1回程度(14)

月1回未満(11)

全くない(5)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答 19

％ ％



4.6

2.6

7.4

11.4

8.3

16.0

17.7

18.5

16.5

46.8

49.1

43.5

18.0

21.2

13.9

1.5

0.3

2.6

0 20 40 60 80 100

全体(n=1,306)

参加している(756)

特に参加はしていない(538)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 社会活動への参加状況別孤独感

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、「参加している」で２．６％、「特に参加はしていない」で７．４％となってい
る。全国でも同様の傾向となっている。

山梨県 全国

20

％ ％

4.3

2.9

5.6

15.4

12.8

17.8

19.6

20.0

19.6

40.6

42.2

39.1

18.4

20.8

16.3

1.6

1.3

1.5

0 20 40 60 80 100

全体(n=10,871)

参加している(5,068)

特に参加はしていない(5,504）

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答



4.3

2.9

21.5

15.4

14.3

30.2

19.6

19.4

22.4

40.6

42.3

19.5

18.4

19.5

5.2

1.6

1.6

1.2

0 20 40 60 80 100

全体(n=10,871)

いる(10,026)

いない(814)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 困ったときに頼れる人の有無別孤独感

頼れる人が「いる」と回答した人の割合は９１．４％、「いない」は８．２％となっている。
頼れる人の有無別にみると、孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、頼れる人が「いる」で２．３％、「いない」で
２９．９％となっている。全国でも同様の傾向となっている。

山梨県 全国

4.6

2.3

29.9

11.4

9.8

29.9

17.7

17.9

15.0

46.8

49.5

16.8

18.0

19.1

6.5

1.5

1.3

1.8

0 20 40 60 80 100

全体(n=1,306)

いる(1,194)

いない(107)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

91.4

8.2 0.4

全体(1,306)

いる いない 無回答

21

％ ％

92.2

7.5 0.3

全体(n=10,871)

いる いない 無回答



4.3

2.7

21.2

15.4

14.0

30.3

19.6

19.3

22.1

40.6

42.6

19.3

18.4

19.7

6.1

1.6

1.7

1.1

0 20 40 60 80 100

全体(n=10,871)

いる(9,858)

いない(950)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 不安や悩みの相談相手の有無別孤独感

相談相手が「いる」と回答した人の割合は９０．７％、「いない」は８．７％となっている。
相談相手の有無別にみると、孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、相談相手が「いる」で２．２％、「いない」で
３０．１％となっている。全国でも同様の傾向となっている。

山梨県 全国

4.6

2.2

30.1

11.4

9.7

29.2

17.7

18.0

15.0

46.8

49.5

18.6

18.0

19.3

5.3

1.5

1.4

1.8

0 20 40 60 80 100

全体(n=1,306)

いる(1,184)

いない(113)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

22

％ ％

90.7

8.7 0.6
全体(n=10,871)

いる いない 無回答

90.7

8.7 0.7

全体(n=1,306)

いる いない



4.3

5.3

1.4

15.4

18.7

5.9

19.6

22.2

11.9

40.6

37.6

49.4

18.4

14.5

29.9

1.6

1.5

1.5

0 20 40 60 80 100

全体(n=10,871)

ある(8,084)

ない(2,743)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 不安や悩みの有無別孤独感
不安や悩みが「ある」と回答した人の割合は５８．９％、「ない」は４０．７％となっている。
不安や悩みの有無別にみると、孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、不安や悩みを感じていることが「ある」で
６．５％、「ない」で１．９％となっている。全国でも同様の傾向となっているが、不安や悩みが「ない」と回答した人の割合は、全国に比較
して高くなっている。

山梨県 全国

58.9 40.7 0.5

0 20 40 60 80 100

全体

(n=1,306)
ある ない 無回答

4.6

6.5

1.9

11.4

16.0

4.9

17.7

22.5

10.7

46.8

41.2

55.2

18.0

12.2

26.4

1.5

1.6

0.9

0 20 40 60 80 100

全体(n=1,306)

ある(769)

ない(531)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答
23

％ ％

74.4 25.2 0.4

0 20 40 60 80 100

全体

(n=10,871)

ある ない 無回答



5.3

2.9

8.7

18.7

17.1

21.3

22.6

22.0

23.1

37.6

39.4

35.0

14.5

17.4

10.6

1.5

1.2

1.4

0 20 40 60 80 100

全体(n=8,084)

受けている(4,402)

受けていない(3,438)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 不安や悩みに対する家族・友人等からの手助け状況別孤独感

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、家族・友人等からの手助けを「受けている」で２．３％、「受けていない」で
１２．３％となっている。全国でも同様の傾向となっている。

山梨県 全国

6.5

2.3

12.3

16.0

12.2

21.2

22.5

23.1

20.9

41.2

45.5

35.0

12.2

15.0

9.2

1.6

1.8

1.5

0 20 40 60 80 100

全体(n=769)

受けている(429)

受けていない(324)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答 24

％ ％



4.3

2.9

8.8

4.9

15.4

13.5

17.5

17.2

19.6

17.0

21.3

22.5

40.6

41.3

34.2

42.1

18.4

24.0

16.6

12.0

1.6

1.3

1.7

1.4

0 20 40 60 80 100

全体(n=10,871)

しようと思う(5,294)

しようと思わない(1,134)

わからない(4,164)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 他者へのサポート意識別孤独感

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、手助けを「しようと思う」で３．４％、「しようと思わない」で１０．６％と
なっている。全国でも同様の傾向となっている。

山梨県 全国

4.6

3.4

10.6

5.2

11.4

10.2

12.5

13.1

17.7

16.8

9.6

21.0

46.8

45.7

47.1

49.1

18.0

23.4

19.2

10.2

1.5

0.4

1.0

1.5

0 20 40 60 80 100

全体(n=1,306)

しようと思う(704)

しようと思わない(104)

わからない(481)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答
25

％
％



2.1

3.4

12.8

6.9

26.7

31.9

27.6

40.0

36.2

37.9

26.7

14.9

20.7

6.7

2.1

3.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体(n=47)

解決できた（29）

解決できなかった（15)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 不安や悩みの解決の有無別孤独感 ※県独自設問

行政機関やＮＰＯ等の民間団体から支援を受けている人を不安や悩みの解決の有無別にみると、孤独感が「しばしばある・常にある」と回答し
た人の割合は、不安や悩みが「解決できた」で３．４％、「解決できなかった」は０％となっている。

山梨県

26

％



48.5

59.9

47.6

36.0

52.2

55.9

6.2

12.1

13.1

11.0

3.1

1.4

4.3

8.1

7.9

8.7

2.1

1.0

4.6

7.2

7.6

9.9

2.6

0.7

3.3

3.2

5.6

7.3

1.8

0.6

5.8

2.5

6.0

10.0

5.7

2.8

14.6

6.4

11.1

14.3

17.3

14.8

12.7

0.6

1.2

2.8

15.2

22.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=10,871)

しばしばある・常にある(471）

時々ある(1,678)

たまにある(2,129)

ほとんどない(4.412)

決してない(2,004)

5年以上 3年以上5年未満 2年以上3年未満 1年以上2年未満 6か月以上1年未満 6ヶ月未満 その他 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 孤独感別現在の孤独感の継続期間

現在の孤独感の継続期間をみると、全体的に「５年以上」と回答した割合が高く、孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人では
６７．２％となっている。全国でも同様の傾向となっている。

山
梨
県

全
国

57.8

67.2

64.8

33.8

51.7

63.3

5.9

1.3
3.8

13.0

10.7

13.3

3.6

0.9

2.6
6.9

6.7

8.3

6.2

1.3
4.1

15.6

8.1

8.3

4.7

0.4

2.6

11.7

9.4

3.3

9.1

4.7
6.9

17.3

12.1

3.3

12.7

24.3

15.2

1.7

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=1,306)

しばしばある・常にある(60）

時々ある(149)

たまにある(231)

ほとんどない(611)

決してない(235)

5年以上 3年以上5年未満 2年以上3年未満 1年以上2年未満 6か月以上1年未満 6ヶ月未満 その他 無回答

27



8.6

4.8

6.5

2.9

5.8

3.3

3.8

7.0

2.6

14.7

5.3

1.6

5.5

2.1

3.2

2.4

2.3

1.2

1.1

43.5

11.3

0 20 40 60

16.1

8.9

15.4

8.2

8.7

6.0

6.3

11.6

5.8

17.1

5.5

7.5

13.7

10.1

15.2

7.0

7.2

1.4

2.4

17.1

2.4

0 10 20 30

ひとり暮らし

転居

転校・転職・離職・退職

失業・求職・退学・休学

妊娠・出産・子育て

介護・介助

子どもの独り立ち

家族の病気・障害

家族との離別

家族との死別

家族以外の親しい人との死別

家族間の重大なトラブル

心身の重大なトラブル

仕事(職場)の重大なトラブル

人間関係による重大なトラブル

金銭による重大なトラブル

生活困窮・貧困

自然災害の被災･犯罪の被害等

その他の出来事

特に影響を与えた出来事はない

無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 孤独感別孤独感に影響を与えたと思う出来事（複数回答）

孤独感が「しばしばある・常にある」、「時々ある」または「たまにある」と回答した人では、「家族との死別」（１７．１％）、「特に影響
を与えたと思われる出来事はない」（１７．１％）及び「ひとり暮らし」（１６．１％）で高くなっている。全国でも同様の傾向となっている。

山梨県 全国

※「しばしばある・常にある」、「時々ある」、「たまにあ
る」と回答した者(n=415)

※「ほとんどない」、「決して
ない」と回答した者(n=783)

※「しばしばある・常にある」、「時々ある」、「たまにあ
る」と回答した者(n-4,183) 28

8.7
3.3
6.3
3.4
5.7
2.0
2.6
4.5
2.3

12.0
3.4
1.9
3.1
1.7
5.1
1.3
2.0
0.5
0.5

46.6
13.0

0 20 40 60

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

※「ほとんどない」、「決して
ない」と回答した者(n-6,157)

％％ ％ ％

18.8

8.8

14.7

8.4

6.7

6.5

6.8

11.4

6.9

24.6

7.6

7.3

14.3

6.7

13.7

6.3

9.5

2.0

3.8

16.3

2.5

0 10 20 30

ひとり暮らし

転居

転校･転職･離職･退職

失業･求職･退学･休学

妊娠･出産･子育て

介護･介助

子どもの独り立ち

家族の病気･障害

家族との離別

家族との死別

家族以外の親しい人との死別

家族観の重大なトラブル

心身の重大なトラブル

仕事(職場)の重大なトラブル

人間関係の重大なトラブル

金銭による重大なトラブル

生活困窮･貧困

自然災害の被災･犯罪の被…

その他の出来事

特に影響を与えた出来事は…

無回答



4.3

1.3

1.4

2.7

11.3

22.0

15.4

5.6

9.6

16.4

28.5

26.5

19.6

9.1

20.0

22.0

25.2

17.6

40.6

41.3

50.7

43.8

26.2

22.0

18.4

42.7

17.9

14.5

8.3

10.6

1.6

0.3

0.6

0.5

1.4

0 20 40 60 80 100

全体(n=10,871)

よい(1,756)

まあよい(1,952)

ふつう(4,964)

あまりよくない(1,534)

よくない(510)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 心身の健康状態別孤独感

孤独感が「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、心身の健康状態が「よくない」及び「あまりよくない」で高くなっている。全国
でも同様の傾向となっている。

山梨県 全国

4.6

1.6

1.4

3.6

16.2

34.6

11.4

3.9

6.8

13.7

28.6

19.2

17.7

6.5

17.9

24.6

21.4

23.1

46.8

47.7

59.1

47.4

26.6

11.5

18.0

39.7

14.8

10.3

7.1

7.7

1.5

0.6

0.5

3.8

0 20 40 60 80 100

全体(n=1,306)

よい(310)

まあよい(352)

ふつう(439)

あまりよくない(154)

よくない(26)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答
29

％ ％



14.4

3.0

5.7

5.7

15.0

33.4

43.8

13.6

30.6

41.8

53.9

45.4

22.3

24.6

27.2

32.4

20.7

11.7

12.4

21.4

25.5

15.7

7.9

6.3

5.6

37.2

10.8

4.0

2.3

2.9

1.5

0.2

0.2

0.3

0.2

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=10,871)

しばしばある・常にある(471）

時々ある(1,678)

たまにある(2,129)

ほとんどない(4,412)

決してない(2,004)

満足している まあ満足している どちらともいえない やや不満である 不満である 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 孤独感別生活満足度
現在の生活に「満足している」と回答した人の割合は１７．８％、「まあ満足している」が４５．８％となっている。一方、「不満である」と
回答した人の割合は４．６％、「やや不満である」が８．６％となっている。現在の生活に「満足している」と回答した人の割合は、孤独感が
「決してない」及び「ほとんどない」で高くなっている。一方、「不満である」と回答した人の割合は、孤独感が「しばしばある・常にある」
及び「時々ある」で高くなっている。全国でも同様の状況となっている。

山
梨
県

全
国

17.8

6.7

4.0

5.2

18.2

42.6

45.8

5.0

28.2

48.5

56.6

40.0

21.7

26.7

34.9

30.7

19.0

11.1

8.6

28.3

23.5

10.0

4.6

3.8

4.6

33.3

8.1

5.6

1.6

2.1

1.5

1.3

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=1,306)

しばしばある・常にある(60）

時々ある(149)

たまにある(231)

ほとんどない(611)

決してない(235)

満足している まあ満足している どちらともいえない やや不満である 不満である 無回答

30



4.5

12.3

55.9

70.5

8.6

45.4

12.1

14.2

8.2

6.8

4.8

11.4

14.8

15.2

4.5
1.6

9.1

6.0

13.2

12.2

2.9
0.7

9.2

4.4

14.3

17.5

4.2
0.4

12.6

6.5

13.9

11.0

2.9

0.3
19.1

5.6

20.8

8.9

1.5

0.0
27.3

3.7

6.4

8.7

19.8

19.7

9.4

17.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

直接会って話す(1,155)

電話(1,155)

ビデオ通話(1,155)

郵便やファックス(1,155)

SNS(1,155)

電子メールやSMS(1,155)

全くない(1,029) 月1回未満(1,791) 月1回程度(1,688) 2週間に1回程度(1,129）

週1回程度(1,559) 週2～3回程度(1,490) 週4～5回以上(1,812) 無回答

9.3

14.9

12.4

16.1

15.8

7.9

16.0

15.0

9.8

9.7

10.2

8.7

13.4

11.9

10.8

12.0

11.0

14.0

15.1

8.2

20.9

8.5

13.0

15.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

直接会って話す(10,871)

電話(10,871)

SNSや電子メールなど(10,871）

全くない(1,029) 月1回未満(1,791) 月1回程度(1,688) 2週間に1回程度(1,129） 週1回程度(1,559) 週2～3回程度(1,490) 週4～5回以上(1,812) 無回答

(n=10,871)

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 同居していない家族や友人やたちとのコミュニケーション頻度

コミュニケーション頻度が「全くない」と回答した人の割合は「直接会って話す」４．５％、「電話」１２．３％、「ＳＮＳ」８．６％となっ
ている。全国と比較すると全体的には低くなっている。

山
梨
県

全
国

31

％

％

(n=1,155)



4.3

1.8

1.5

2.9

3.4

3.9

5.2

14.5

15.4

10.7

11.9

14.7

14.3

14.8

18.3

21.8

19.6

15.5

20.4

18.4

20.1

23.5

22.6

18.4

40.6

44.7

42.7

43.6

43.0

39.8

39.6

30.7

18.4

25.7

22.1

18.9

17.6

17.2

13.5

13.4

1.6

1.6

1.3

1.4

1.5

0.9

1.0

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体(n=10,871)

週4～5回以上(1,641)

週2～3回程度(1,306)

週1回程度(1,461)

2週間に1回程度(1,054）

月1回程度(1,735)

月1回未満(1,747)

全くない(1,007)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 「直接会って話す」頻度別孤独感

同居していない家族や友人たちと「直接会って話す」頻度別孤独感において、孤独感で「しばしばある・常にある」と回答した人の割合は、「全
くない」及び「月１回未満」で高くなっている。全国でも同様の傾向となっている。

山
梨
県

全
国

2.7

1.7

1.3
2.4

2.0

4.1

5.0

5.9

10.2

10.4

5.0

7.3

11.1

12.3

14.3

19.6

18.2

17.5

16.9

13.9

20.3

15.8

22.9

31.4

48.7

45.4

56.9

53.9

53.6

43.9

41.4

35.3

19.2

24.6

19.4

21.8

11.8

21.6

15.7

7.8

1.0

0.4

0.6

0.6

1.3

2.3

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体(n=1,155)

週4～5回以上(240)

週2～3回程度(160)

週1回程度(165)

2週間に1回程度(153）

月1回程度(171)

月1回未満(140)

全くない(51)

しばしばある・常にある 時々ある たまにある ほとんどない 決してない 無回答

32

％

％



Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 男女、年齢階級別不安や悩みに対する家族・友人等からの手助け状況
日常生活で感じている不安や悩みについて、家族・友人等からの手助けを「受けている」と回答した人の割合は５５．８％、「受けていない」
は４２．１％となっている。手助けを「受けていない」と回答した人の割合は、男性が４６．７％、女性が３８．５％となっている。これを男
女、年齢階級別にみると、男性では７０代及び５０代で、女性では６０代で高くなっている。全国でも同様の傾向となっているが、男性では
３０代及び５０代、女性では５０代及び６０代で高くなっている。

山梨県 全国

55.8 42.1 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=769)

受けている 受けていない 無回答

33

50.9

84.2

48.4

64.3

48.0

41.7

56.3

35.7

46.7

15.8

51.6

35.7

52.0

55.0

42.5

55.4

2.4

3.3

1.3

8.9

0 50 100

男性全体

(n=338）

16～19歳(19)

20～29歳(31)

30～39歳(42)

40～49歳(50)

50～59歳(60)

60～69歳(80)

70～79歳(56)

受けている 受けていない 無回答

59.6

64.7

67.4

61.2

59.0

63.4

53.4

54.2

38.5

35.3

32.6

38.8

39.7

35.4

43.2

39.6

1.9

1.3

1.2

3.4

6.3

0 50 100

女性全体

(n=423）

16～19歳(17)

20～29歳(43)

30～39歳(67)

40～49歳(78)

50～59歳(82)

60～69歳(88)

70～79歳(48)

受けている 受けていない 無回答

％ ％ ％ ％

54.5 42.5 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=8,084)

受けている 受けていない 無回答

47.7

70.3

57.9

43.0

49.2

45.2

48.9

44.1

46.7

49.4

25.7

40.2

55.7

50.2

54.1

48.9

50.1

45.2

3.0

4.1

1.8

1.4

0.6

0.6

2.1

5.8

8.0

0 50 100

男性全体(n=3,619)

16～19歳(74)

20～29歳(271)

30～39歳(370)

40～49歳(530)

50～59歳(619)

60～69歳(656)

70～79歳(701)

80歳以上(398)

受けている 受けていない 無回答

60.2

86.3

69.6

64.9

63.3

56.0

57.4

54.1

60.5

36.9

10.8

29.1

34.2

36.3

42.6

40.9

40.2

29.8

2.9

2.9

1.2

0.9

0.4

1.4

1.7

5.7

9.7

0 50 100

女性全体(n=4,374）

16～19歳(102)

20～29歳(326)

30～39歳(465)

40～49歳(695)

50～59歳(829)

60～69歳(723)

70～79歳(751)

80歳以上(483)

受けている 受けていない 無回答



6.5

8.1

4.1

1.9

4.3

5.2

8.8

7.4

11.8

85.9

66.2

88.2

89.2

91.3

90.0

85.5

83.3

76.1

3.2

17.6

5.9

4.1

1.7

1.3

3.2

2.3

4.5

4.4

8.1

1.8

4.9

2.6

3.6

2.4

7.0

7.5

0 50 100

男性全体(n=3,619）

16～19歳(74)

20～29歳(271)

30～39歳(370)

40～49歳(530)

50～59歳(619)

60～69歳(656)

70～79歳(701)

80歳以上(398)

受けている 受けていない わからない 無回答

8.1

3.9

3.7

8.0

5.8

5.9

7.5

10.0

17.0

84.9

75.5

88.0

85.4

88.9

89.3

87.8

81.2

72.0

3.4

16.7

5.8

4.3

3.0

2.5

1.5

2.3

5.0

3.6

3.9

2.5

2.4

2.3

2.3

3.2

6.5

6.0

0 50 100

女性全体(n=4,374）

16～19歳(102)

20～29歳(326)

30～39歳(465)

40～49歳(695)

50～59歳(829)

60～69歳(723)

70～79歳(751)

80歳以上(483)

受けている 受けていない

わからない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 男女、年齢階級別不安や悩みに対する行政機関・ＮＰＯ等からの支援の状況
行政機関やＮＰＯ等の民間団体から不安や悩みに対する支援を「受けている」と回答した人の割合は６．１％、「受けていない」は８７．６％
となっている。支援を「受けていない」と回答した人の割合は、男性が８６．７％、女性が８８．７％となっている。これを男女、年齢階級別
みると、男性では２０代及び４０代、女性では６０代及び５０代で高くなっている。全国でも同様の傾向となっているが、男性、女性ともに
４０代及び５０代で高くなっている。

山梨県 全国

6.1 87.6 5.2
1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=769)

受けている 受けていない わからない 無回答

7.7

3.2

9.5

6.0

8.3

8.8

86.7

78.9

93.5

85.7

90.0

85.0

87.5

4.1

21.1

3.2

4.8

4.0

1.7

2.5

1.5

5.0

1.3

0 50 100

男性全体(n=338）

16～19歳(19)

20～29歳(31)

30～39歳(42)

40～49歳(50)

50～59歳(60)

60～69歳(80)

70～79歳()

受けている 受けていない わからない 無回答

5.0

4.7

6.0

6.4

3.7

5.7

88.7

88.2

86.0

79.1

92.3

90.2

90.9

5.7

11.8

9.3

14.9

4.9

2.3

0.7

1.3

1.2

1.1

0 50 100

女性全体

(n=423）

16～19歳(17)

20～29歳(43)

30～39歳(67)

40～49歳(78)

50～59歳(82)

60～69歳(88)

70～79歳()

受けている 受けていない

わからない 無回答
34

％ ％ ％ ％

7.4 85.1 3.4

4.0
0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=8,084)

受けている 受けていない わからない 無回答



7.4

11.1

8.5

6.1

7.1

7.0

85.1

80.0

82.4

86.5

86.7

86.1

3.4

4.9

4.0

3.3

3.1

3.3

4.0

3.9

5.0

4.2

3.2

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体(n=8,084)

しばしばある・常にある(431)

時々ある(1,513)

たまにある(1,797)

ほとんどない(3,043)

決してない(1,176)

受けている 受けていない わからない 無回答

6.1

2.0

4.9

8.7

5.4

7.4

87.6

88.0

85.4

85.5

90.9

87.2

5.2

10.0

8.9

4.6

3.5

3.2

1.0

0.0

0.8

1.2

0.3

2.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体(n=769)

しばしばある・常にある(50)

時々ある(123)

たまにある(173)

ほとんどない(317)

決してない(94)

受けている 受けていない わからない 無回答

（県民調査）

■ 孤独感別不安や悩みに対する行政機関・NPO等からの支援の状況

不安や悩みを感じているが「ある」と回答した人のうち、行政機関やＮＰＯ等の民間団体からの支援を「受けていない」と回答した人の割合を孤
独感別にみると、孤独感が「ほとんどない」及び「しばしばある・常にある」で高くなっている。全国では「ほとんどない」及び「たまにある」
で高くなっている。

山
梨
県

全
国

35

％

％



7.4

11.4

2.3

85.1

81.9

90.0

3.4

4.0

2.7

4.0

2.7

5.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体(n=8,084)

受けている(4,402)

受けていない(3,438)

受けている 受けていない わからない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 不安や悩みに対する家族・友人等からの手助け状況別行政機関・NPO等からの支援の状況

行政機関やＮＰＯの民間団体からの支援の状況を不安や悩みに対する家族・友人等からの手助け状況別にみると、支援を「受けている」と回答し
た人の割合は手助けを「受けている」で８．２％、手助けを「受けていない」では３．４％となっている。全国でも同様の傾向となっている。

山
梨
県

全
国

6.1

8.2

3.4

87.6

86.2

90.4

5.2

5.1

4.9

1.0

0.5

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

全体(n=769)

受けている(429)

受けていない(324)

受けている 受けていない わからない 無回答家族・友人等から
の手助け状況

家族・友人等から
の手助け状況

36

％

％



54.6

27.0

9.2

4.3

16.6

5.0

0 20 40 60 80

行政機関（国や自治体）

社会福祉協議会

NPO等の民間団体・ボランティア団体

自治会・町内会

その他

無回答

不安や悩みがある人のうち、行政機関・NPO等から支援を「受けている」者(n=601)

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 不安や悩みがある人のうち行政機関・NPO等からの支援を受けている人の支援者（複数回答）

行政機関やＮＰＯ等の民間団体からの支援を「受けている」と回答した人に対し、その支援者を尋ねたところ、「行政機関（国や自治体）」と回
答した割合が５６．３％と最も高く、次いで「社会福祉協議会」（１８．８％）などとなっている。全国でも同様の傾向となっている。

山梨県 全国

37

％
％

56.3

18.8

14.6

14.6

16.7

4.2

0 20 40 60 80

行政機関（国や自治体）

社会福祉協議会

NPO等の民間団体・ボランティア団体

自治会・町内会

その他

無回答

不安や悩みがある人のうち、行政機関・NPO等から支援を「受けている」者(n=48)



54.4

26.9

9.6

4.0

17.3

5.2

60.3

26.9

7.7

3.8

12.8

2.6

0 20 40 60 80 100

行政機関（国や自治体）

社会福祉協議会

NPO等の民間団体・ボランティア団体

自治会・町内会

その他

無回答

家族・親族や友人から手助けを「受けている」者(n=502)

家族・親族や友人から手助けを「受けていない」者(n=78)

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 不安や悩みに対する家族・友人等からの手助け状況別 支援を受けている人の支援者(複数回答）

支援を「受けている」と回答した人に対しその支援者を尋ねたところ、手助けを「受けている」とした人は「行政機関」が高く、手助けを「受け
ていない」とした人は「行政機関」、「社会福祉協議会」及び「ＮＰＯ等の民間団体・ボランティア団体」が高くなっている。全国では手助けを
「受けている」、「受けていない」ともに「行政機関」及び「社会福祉協議会」が高くなっている。

山梨県 全国

68.6

14.3

11.4

11.4

17.1

5.7

27.3

27.3

27.3

18.2

18.2

0

0 20 40 60 80 100

行政機関（国や自治体）

社会福祉協議会

NPO等の民間団体・ボランティア団体

自治会・町内会

その他

無回答

家族・親族や友人から手助けを「受けている」者(n=35)

家族・親族や友人から手助けを「受けていない」者(n=11) 38

％
％



Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 不安や悩みがある人のうち行政機関・NPO等からの支援を受けている内容（複数回答）

行政機関やＮＰＯ等の民間団体からの支援を「受けている」と回答した人に対し、その支援内容を尋ねたところ、「相談支援（助言や情報提
供）」と回答した割合が５４．２％と最も高く、次いで「経済的な支援（給付や貸付等）」（２２．９％）などとなっている。全国でも同様の傾
向となっているが、「人的な支援（世話や介護）」の割合が高くなっている。

山梨県 全国

39

％ ％

22.9

2.1

18.8

54.2

12.5

4.2

0 20 40 60

経済的な支援（給付や貸付等）

現物提供等の支援（食料品・日用品の提供）

人的な支援（世話や介護）

相談支援（助言や情報提供等）

その他

無回答

不安や悩みがある人のうち、行政機関・NPO等から支援を「受けている」者(n=48)

21.1

4.2

31.9

51.6

9.7

7.2

0 20 40 60

経済的な支援（給付や貸付等）

現物提供等の支援（食料品・日用品の提供）

人的な支援（世話や介護）

相談支援（助言や情報提供等）

その他

無回答

不安や悩みがある人のうち、行政機関・NPO等から支援を「受けている」者(n=601)



18.5

4.2

34.1

55.6

8.8

5.6

38.5

2.6

23.1

33.3

11.5

12.8

0 20 40 60 80 100

経済的な支援（給付や貸付等）

現物提供等の支援（食料品・日用品の提供）

人的な支援（世話や介護）

相談支援（助言や情報提供等）

その他

無回答

家族・親族や友人から手助けを「受けている」者(n=502)

家族・親族や友人から手助けを「受けていない」者(n=78）

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 不安や悩みに対する家族・友人等からの手助け状況別 行政機関・NPO等支援内容（複数回答）

支援を「受けている」と回答した人に対しその支援内容を尋ねたところ、手助けを「受けている」とした人は「その他」を除くと「経済的な支
援」が最も高く、手助けを「受けていない」とした人は「相談支援」が最も高くなっている。全国では手助けを「受けている」とした人は「相談
支援」が最も高く、手助けを「受けていない」とした人は「経済的な支援」が最も高くなっている。

山梨県 全国

22.9

0.0

20.0

8.6

62.9

5.7

27.3

9.1

18.2

36.4

9.1

0

0 20 40 60 80 100

経済的な支援（給付や貸付等）

現物提供等の支援（食料品・日用品の提供）

人的な支援（世話や介護）

相談支援（助言や情報提供等）

その他

無回答

家族・親族や友人から手助けを「受けている」者(n=35)

家族・親族や友人から手助けを「受けていない」者(n=11) 40

％ ％



Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 不安や悩みがある人のうち行政機関・NPO等からの支援を受けていない理由（複数回答）

行政機関やＮＰＯ等の民間団体からの支援を「受けていない」と回答した人に対し、その理由を尋ねたところ、「支援が必要でないため」と回
答した割合が６４．１％と最も高く、次いで「支援の受け方がわからないため」（２０．６％）などとなっている。全国でも同様の傾向となっ
ている。

山梨県 全国
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％ ％

64.1

10.9

20.6

10.3

4.0

1.6

1.3

12.4

3.2

3.5

0 10 20 30 40 50 60 70

支援が必要ではないため

支援が必要だが、我慢できる程度であるため

支援の受け方がわからないため

支援を受けるための手続きが面倒であるため

支援を受けるのが恥ずかしいと感じるため

支援を受けると相手に負担をかけるため

支援を申し込んだが、断られたため

支援を受けても状況は変わらないと思うため

その他

無回答

不安や悩みがある人のうち、行政機関・NPO等からの支援を「受けていない」者(n=674)

62.6

15.2

19.7

18.4

10.3

3.9

2.2

0.8

8.7

1.4

2.8

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70

支援が必要ではないため

支援が必要だが、我慢できる程度であるため

どのような支援があるのか知らないため

支援の受け方が分からないため

支援を受けるための手続が面倒であるため

支援を受けるのが恥ずかしいと感じるため

支援を受けると相手に負担をかけるため

支援を申し込んだが断られたため

支援を受けても状況は変わらないと思うため

有料の支援やサービスを受けているため

その他

無回答

不安や悩みがある人のうち、行政機関・NPO等からの支援を「受けていない」者(n=6,883)



Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 不安や悩みに対する家族・友人等からの手助け状況別 行政機関・NPO等の支援を受けていない理由(複数回答)

支援を「受けていない」と回答した人に対しその理由を尋ねたところ、手助けを「受けている」「受けていない」ともに「支援が必要ではない」
が最も高く、次いで「支援の受け方がわからない」が高くなっている。全国でも同様の傾向となっている。

山梨県 全国
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％ ％

67.7

13.2

20.4

17.6

9.5

2.7

1.1

0.7

6.1

2.2

2.7

56.2

17.7

19.2

19.5

11.4

5.4

3.6

1.0

12.1

3.6

2.9

0 10 20 30 40 50 60 70

支援が必要ではないため

支援が必要だが、我慢できる程度であるため

どのような支援があるのか知らないため

支援の受け方が分からないため

支援を受けるための手続が面倒であるため

支援を受けるのが恥ずかしいと感じるため

支援を受けると相手に負担をかけるため

支援を申し込んだが断られたため

支援を受けても状況は変わらないと思うため

その他

無回答

家族・親族や友人から手助けを「受けている」者(n=3,605)

家族・親族や友人から手助けを「受けていない」者(n=3,094)

64.1

8.0

17.4

8.0

2.1

1.1

0.8

9.1

3.5

3.8

58.0

14.0

24.9

14.0

6.5

2.4

2.0

17.1

3.1

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70

支援が必要ではないため

支援が必要だが、我慢できる程度であるため

支援の受け方が分からないため

支援を受けるための手続が面倒であるため

支援を受けるのが恥ずかしいと感じるため

支援を受けると相手に負担をかけるため

支援を申し込んだが断られたため（支援対象が

言うの場合を含む）

支援を受けても状況は変わらないと思うため

その他

無回答

家族・親族や友人から手助けを「受けている」者(n=370)

家族・親族や友人から手助けを「受けていない」者(n=293)



51.8

73.7

69.3

58.2

53.1

49.2

46.2

49.8

43.0

8.0
5.3

8.6

9.7

7.1

7.5

8.1

7.1

10.2

37.6

19.7

20.9

31.2

38.6

41.8

44.3

38.1

40.0

2.6

1.3

1.2

1.0

1.1

1.5

1.4

4.9

6.8

0 50 100

女性全体(n=5,714）

16～19歳(152)

20～29歳(430)

30～39歳(600)

40～49歳(870)

50～59歳(1,023)

60～69歳(967)

70～79歳(1,012)

80歳以上(660)

しようと思う しようと思わない

わからない 無回答

45.4

57.4

58.5

49.6

49.2

40.4

41.2

43.3

42.6

13.1

13.5

12.8

14.4

13.2

14.6

11.3

12.5

13.5
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27.7

28.4

34.2

36.7

43.3

46.2

39.3

37.6

2.5

1.4

0.3

1.8

0.9

1.6

1.4

4.9

6.4

0 20 40 60 80 100

男性全体(n=5,030）

16～19歳(148)

20～29歳(398)

30～39歳(500)

40～49歳(681)

50～59歳(863)

60～69歳(923)

70～79歳(998)

80歳以上(519)

しようと思う しようと思わない

わからない 無回答

Ⅱ 結果の概要（県民調査）

■ 男女、年齢階級別他者へのサポート意識

他者への手助けを「しようと思う」と回答した人の割合は５３．９％ （男性５２．１％、女性５５．６％） 、「しようと思わない」は
８．０％、「わからない」は３６．８％となっている。手助けを「しようと思う」と回答した人を男女、年齢階級別にみると、男性では１０代
及び７０代で、女性では１０代及び３０代で高くなっている。全国でも同様の傾向となっているが、男性、女性ともに１０代及び２０代で高く
なっている。

山梨県 全国

53.9 8.0 36.8
1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=1,306)

しようと思う しようと思わない わからない 無回答

52.1

65.6

55.2

48.6

47.1

49.5

48.6

60.0

10.9

9.4

5.2

8.1

16.5

10.3

11.0

12.6

35.8

21.9

39.7

41.9

36.5

39.2

39.0

25.3

1.2

3.1

1.4

1.0

1.4

2.1

0 50 100

男性全体(n=489）

16～19歳(32)

20～29歳(58)

30～39歳(74)

40～49歳(85)

50～59歳(97)

60～69歳(146)

70～79歳(95)

しようと思う しようと思わない

わからない 無回答

55.6

77.8

59.0

61.5

59.1

48.8

52.6

46.6

5.4

2.8
5.1

4.8

4.3

6.3

6.5

5.7

37.7

19.4

34.6

33.7

35.7

44.1

37.7

46.6

1.3

1.3

0.9

0.8

3.2

1.1

0 50 100

女性全体(n=703）

16～19歳(36)

20～29歳(78)

30～39歳(104)

40～49歳(115)

50～59歳(127)

60～69歳(154)

70～79歳(88)

しようと思う しようと思わない

わからない 無回答
43

％ ％ ％ ％

48.7 10.4 38.3

2.6
0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=10,871)

しようと思う しようと思わない わからない 無回答



58.0%(87)
28.7%(43)

44.7%(67)
22.7%(34)

62.7%(94)
22.0%(33)

29.3%(44)
13.3%(20)

26.7%(40)
31.3%(47)

4.0%(6)
6.0%(9)

8.7%(13)
34.7%(52)

17.3%(26)
16.7%(25)

48.0%(72)
25.3%(38)

6.0%(9)
36.0%(54)

2.7%(4)
24.7%(37)

8.0%(12)
15.3%(23)

1.3%(2)
8.0%(12)

11.3%(17)
34.7%(52)

46.7%(70)
4.7%(7)

12.0%(18)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

うつ
自殺企図・未遂

ひきこもり
依存症

貧困・生活困窮
多重債務

介護
ヤングケアラー

認知症
ひとり親
犯罪被害
性被害

ハラスメント
虐待
ＤＶ

いじめ
一人暮らし（身寄りがない人）

不登校
非行

子育て
被災者

就労・職場
消費者トラブル

外国人
無国籍

人権
難病
障害

心の健康
コロナ後遺症

その他

44

Ⅱ 結果の概要（支援団体調査）

■ 孤独・孤立状態にあるケースについて、当事者が抱えている課題（複数回答）

「貧困・生活困窮」（６２．７％）が最も高く、次いで「うつ」（５８．０％）、「一人暮らし」（４８．０％）などとなっている。
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Ⅱ 結果の概要（支援団体調査）

■ 孤独･孤立状態に陥るきっかけと感じるもの（複数回答）

「大きく影響している」と回答した割合は、「本人の心身に関すること」（５２．７％ ）及び「家庭に関すること」（５０．７％）で高く
なっている。

27.3%(41)

24.7%(37)

12.0%(18)

17.3%(26)

50.7%(76)

52.7%(79)

17.3%(26)

40.7%(61)

32.7%(49)

39.3%(59)

50.0%(75)

36.7%(55)

36.0%(54)

36.7%(55)

6.7%(10)

9.3%(14)

15.3%(23)

9.3%(14)

4.7%(7)

4.0%(6)

18.7%(28)

2.0%(3)

1.3%(2)

10.7%(16)

4.0%(6)

0.7%(1)

3.3%(5)

5.3%(8)

8.0%(12)

2.0%(3)

2.0%(3)

1.3%(2)

1.3%(2)

4.0%(6)

14.7%(22)

19.3%(29)

15.3%(23)

12.7%

2.7%(4)

4.0%(6)

16.0%(24)

3.3%(5)

4.7%(7)

5.3%(8)

4.7%(7)

4.0%(6)

1.3%(2)

4.0%(6)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事に関すること（職場内の人間関係、失業、いじめ、多忙、転勤等）

学校に関すること（学校内の人間関係、不登校、いじめ、授業、転校等）

地域に関すること（近所トラブル等）

社会参加（仕事や学校や地域以外）に関するこ

と（人間関係等）

家庭に関すること（家族関係、親族の他界・病気等、虐待、出産・育児、経済

的困窮等）

本人の心身に関すること（身体面（病気・認知症・障害等）、精神面の不調

等）

住まいに関すること（転居、住居喪失等）

大きく影響している 影響している どちらともいえない あまり影響していない 影響していない わからない 無記入
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Ⅱ 結果の概要（支援団体調査）

■ 孤独・孤立状態の当事者の抱える悩みや課題が解決しない要因（複数回答）

「強くそう思う」と回答した割合は、「身近に相談できる者または場所がない」（２７．５％）及び「自らの悩みや課題が整理できていない、
または、課題認識がなく、自発的に相談されることがない」（２４．７％）などで高くなっている。

27.5%(68)

22.3%(55)

15.4%(38)

24.7%(61)

19.0%(47)

17.8%(44)

21.1%(52)

7.3%(18)

51.8%(128)

54.3%(134)

48.6%(120)

50.6%(125)

38.9%(96)

38.1%(94)

55.1%(136)

23.9%(59)

10.1%(25)

11.3%(28)

23.1%(57)

15.8%(39)

27.9%(69)

28.3%(70)

12.6%(31)

37.7%(93)

4.9%(12)

7.3%(18)

3.2%(8)

2.0%(5)

4.9%(12)

5.7%(14)

2.8%(7)

14.6%(36)

1.2%(3)

1.2%(3)

2.4%(6)

1.6%(4)

2.4%(6)

2.4%(6)

2.4%(6)

5.7%(14)

2.4%(6)

2.0%(5)

5.3%(13)

4.0%(10)

5.3%(13)

5.3%(13)

4.5%(11)

8.9%(22)

2.0%(5)

1.6%(4)

2.0%(5)

1.2%(3)

1.6%(4)

2.4%(6)

1.6%(4)

2.0%(5)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 身近に相談できる者

 または場所がない

② 相談先がわからない

③ 自分の居場所がない

④ 自らの悩みや課題が

     整理できていない、

    または、課題認識が…

⑤ 課題を認識しているが、

    現状の状態を改善しよう

    という認識がない

⑥ 課題を認識しているが、

    他者からの関わりを

    拒否している

⑦ 心身の不調

⑧ 現在の課題を解決に

     導く制度がない

強くそう思う そう思う どちらともいえない あまりそうは思わない 思わない わからない 無記入

④ 自らの悩みや課題が整理出来ていな
 い、または、課題意識がなく、自発的
に相談されることがない
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Ⅱ 結果の概要（支援団体調査）

■ 孤独・孤立状態の当事者を把握することが難しい要因（複数回答）
「強くそう思う」と回答した割合は、「本人・家族との関係づくりが困難」（２３．５％）及び「地域での気づきや見守るネットワークがな
い、または、弱い」（１８．２％）などで高くなっている。

13.8%(34)

18.2%(45)

16.2%(40)

23.5%(58)

16.6%(41)

8.1%(20)

11.7%(29)

51.4%(127)

43.7%(108)

53.8%(133)

52.2%(129)

46.6%(115)

35.2%(87)

37.7%(93)

23.1%(57)

27.5%(68)

21.5%(53)

14.6%(36)

21.5%(53)

29.1%(72)

35.2%

(87)

5.3%(13)

4.5%(11)

3.2%(8)

2.0%(5)

8.1%(20)

18.6%(46)

5.3%(13)

1.2%(3)

2.0%(5)

1.6%(4)

0.8%(2)

0.4%(1)

3.6%(9)

2.0%(5)

3.2%(8)

2.0%(5)

1.6%(4)

4.5%(11)

5.3%(13)

3.2%(8)

6.5%(16)

2.0%(5)

2.0%(5)

2.0%(5)

2.4%(6)

1.6%(4)

2.0%(5)

1.6%(4)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

① 社会参加や支援を

    求めたいときに、

    必要な情報が…

② 地域での気づきや

    見守るネットワークが

    ない、または、弱い

③ 支援を要する方々を

     把握する方法が

     ない、または、弱い

④ 本人・家族との

    関係づくりが困難

  （時間を要する）

⑤ 孤独・孤立状態に

    あるか否か、支援を

    必要とするか否かに…

⑥ 支援者間での情報共有や

     連携する体制がない、

     または、弱い

⑦ 孤独・孤立状態の

    当事者が支援を

    求めていない

強くそう思う そう思う どちらともいえない あまりそうは思わない 思わない わからない 無記入

① 社会参加や支援を求めたいと
 きに、必要な情報が行き届い
ていない

⑤ 孤独・孤立状態にあるか否か、支
援を必要とするか否かについて、
正確に評価することが困難
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Ⅱ 結果の概要（支援団体調査）

■ 当事者やその家族への対応でどのようなことに苦慮しているか（複数回答） 

「課題が複雑化、複合化している」（８６．４％）が最も高く、次いで「支援先につなごうとしても、当事者やその家族に断られる」
（４９．７％）で高くなっている。

11.8% (20)

17.8% (30)

49.7% (84)

18.9% (32)

86.4% (146)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

対応できる施策、制度がない

支援先につなごうとしても、当事者やその家族に断られる

支援のつなぎ先がわからない（「連絡先がわからない」を含む）

課題が複雑化、複合化している
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Ⅱ 結果の概要（支援団体調査）

■ 当事者やその家族への対応に対する困りごとの改善に向けて必要と思う（求めたい）ことは何か（複数回答）

「社会や地域における理解の促進」（６８．０％）が最も高く、「他の支援団体間との連携強化」（６６．９％）などで高くなっている。

8.3% (14)

35.5% (60)

66.9% (113)

56.2% (95)

34.9%(59)

68.0%(115)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

その他

ワンストップ窓口の設置

他の支援団体間との連携強化

支援団体に対する支援施策や他の支援団体に係る情報提供

広報の強化

社会や地域における理解の促進
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Ⅱ 結果の概要（支援団体調査）

■ 孤独や孤立状態にある方にどのような支援が必要か（自由記述）（抜粋）

・自治体単独ではなく広域による相談支援体制の構築

・同じ境遇にある人たちとの語り合い、仲間づくりなど相談できる場所や、同じような悩み・境遇の方同士が気軽に話ができ

る場所の提供

・民生委員等、地域のネットワークに関与する方々との交流促進、日常生活の中での見守り

・当事者やその家族だけでなく、悩みを持っていない一般の方に広く認知、理解してもらう活動

・民生委員や地域包括支援センター、コミュニティソーシャルワーカーによる見守り、訪問

・孤立や孤立状態にある方がいると思ったら、市町村の相談窓口・民生委員などに伝える（気になる人をそのままにしない

という考え方の広まり）



■ 団体につながったきっかけ（複数回答）

「他の支援機関からの紹介」（６６．０％）で高くなっている。

17.3% (26)

39.3% (59)

66.0% (99)

46.0% (69)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他

相談先を探す中で貴団体を見つけた

他の支援機関からの紹介

周囲の方からのすすめ

Ⅱ 結果の概要（支援団体調査）
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Ⅱ 結果の概要（支援団体調査）

■ 現在連携している団体（複数回答）

「市町村」が７９．４％で最も高く、次いで「社会福祉協議会」で５２．２％などとなっている。
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Ⅱ 結果の概要（支援団体調査）

■ 今後連携を希望する団体（複数回答）

「市町村」が５５．９％と最も高く、次いで「県」で４２．５％などとなっている。
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Ⅱ 結果の概要（支援団体調査）

■ 孤独・孤立の支援に関係する社会的資源の把握

「把握している」状況は、「障害者（児）支援」（７４．５％）が最も高く、全ての項目において約６割を超えている。一方、「自殺対策」、
「依存支援」、「生活困窮者支援」及び「ひきこもり支援」については、「把握していない」が３割を超えている。
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Ⅱ 結果の概要（支援団体調査）

■ 行政に期待すること（自由記述）（抜粋）

・孤立や孤独になる前の予防策が大切だと思う。

・ライフステージごとに支援が切れてしまっては意味が無いので途切れないような仕組みが大切と思う。

・活動の広報や取組を知ってもらうための機会づくりなどをもっと積極的に進めていただけることを期待します。ほとんどの

ご家族はどこでどんな支援があるかを知らず、一部の方だけが偶然知った情報に頼って支援を受けている現状があります。

・行政が民間の支援団体の状況を把握し、積極的に相談してもらう環境づくりを期待します。

・行政機関窓口の多言語化、行政情報の多言語化
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